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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   8/00     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月11日(2015.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のキャビティーを設ける基板と、
　前記キャビティーに設けられるダイアフラムと、
　前記ダイアフラムに設けられる薄膜ピエゾ素子と、
　前記複数のキャビティーを連通させる連通路と、
　前記連通路と外気と連通させる空気孔と、
　を備えることを特徴とする超音波プローブ。
【請求項２】
　前記超音波プローブの筐体の外壁面に前記空気孔が配置され、
　前記空気孔には、空気を通過させ液体及び固体は通過させない半透過膜が設けられてい
ることを特徴とする請求項１に記載の超音波プローブ。
【請求項３】
　前記連通路は前記複数のキャビティーの全てを連通させることを特徴とする請求項１又
は２に記載の超音波プローブ。
【請求項４】
　前記ダイアフラムの前記キャビティー側の面は、湾曲した凹面を有することを特徴とす
る請求項１乃至３の何れかに記載の超音波プローブ。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れかに記載の超音波プローブと、
　前記超音波プローブから送信される信号に基づいて信号処理を行う信号処理部を有する
装置本体と、
　を備えることを特徴とする超音波検査装置。
【請求項６】
　第１キャビティーおよび第２キャビティ―を有する基板と、
　前記第１キャビティーおよび第２キャビティ―のそれぞれに設けられたダイアフラムと
、
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　前記ダイアフラムに設けられた圧電素子と、
　前記第１キャビティ―と、前記第２キャビティ―と、外気と、を連通する連通路と、
　を備えることを特徴とする超音波プローブ。
【請求項７】
　請求項６に記載の超音波プローブと、
　前記超音波プローブから送信される信号に基づいて信号処理を行う信号処理部を有する
装置本体と、
　を備えることを特徴とする超音波検査装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、超音波プローブ１０は、ケーブル２１０を介して、後述する超音波検査装置１０
０の装置本体３００（図６参照）と電気的に接続される。
　また、超音波プローブ１０の筐体２００の一部には空気孔２２０が設けられている。超
音波プローブ１０は、被検査対象と接触させるセンシング部２００ａとオペレーターが掴
むグリップ部２００ｃを有しており、センシング部２００ａとグリップ部２００ｃは中間
部２００ｂで繋がっている。空気孔２２０は中間部２００ｂに配置されており、オペレー
ターが空気孔２２０を塞いでしまうことが無い外観デザインになっている。


	header
	written-amendment

